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（備考）地域区分
　本レポートでは、原則として下記の地域区分を採用している。ただし、下記地域区分によら
ない場合はその旨を明記している。
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響は地域により異なり得ることを示しています。

最後の第４章では、前章までの分析を基に、今後、春闘の結果が賃金に反映されていく

ことにより、各地域で物価上昇率を上回る賃金上昇の実現が期待されるものの、地域ごと

に異なる賃上げの状況や物価動向に留意が必要なこと、各地域で賃金・物価の好循環が進

むために求められる方策について、整理しています。

本レポートが、地域における賃金と物価の好循環に関する理解を深めるとともに、それ

ぞれの地域でのデフレからの完全脱却に向けた取組を検討する際の一助となれば幸いで

す。

最後に、本レポートの作成にあたって、企業や地方自治体、関係省庁などの皆様にヒア

リングやデータ提供等を通じて御協力を賜りました。この場を借りて深く感謝を申し上

げます。

年６月

内閣府政策統括官（経済財政分析担当）

林 伴 子
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